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Canvas LMS 

 
1. 概要 

Canvas LMSは Webブラウザを利用したオンライン授業支援システムで、既存の授業

支援システム Blackboard（2023年度終了）と並行して 2022年に導入された。 

例年、年２回（春夏）のアップグレード・累積パッチ適用を継続して実施している。 

 

2. 利用状況 

Canvas LMSが取得した監査ログデータをもとに 2023年４月１日から 2024年３月 31日

までのデータを集計した。 

2022 年度は先行運用期間、2023 年度は Blackboard との並行運用期間であったが、

積極的に Canvas LMSを利用したことが推察される。９割近い本務教員が Canvas LMS

を利用しており、繰り返し周知をした成果が表れたことが伺える。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

表 1：利用状況前年度比較 

 

 

 

図 1：利用状況前年度比較 
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3. 学部別利用状況 

2023年度は並行運用期間であったが、全学部とも６割程度は利用を開始した。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 

 
 
 

 
 
 
 
 
 
 

表 2：学部別利用者数  

 

 

図 2：学部別利用教員数・利用率  
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図 3：学部別利用者割合 

 

 

図 4：専任・兼任利用者割合  
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4. Canvas LMS問合せ件数（※教員以外からの問合せも含む） 

   2023年度は並行運用期間となり、Canvas LMSの使い方や Blackboardからの移行方

法の問合せが多く寄せられた。総数としては 2021年度 Blackboardの件数と同等で、

新システムではあるものの極端に問合せが増えることはなかった。モダンな UIで直感

的に操作できることや、コロナ禍を経験して教員学生ともツールに慣れたことが考え

られる。 

 

 
 
 

 
 
  

表 3：問合せ手段別受付件数  

 

 

図 5：問合せ手段別受付件数  
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5. トピックス 

(1).アップグレードメンテナンス 

→作業日程：2023/8/14（月） 

(2).アップグレードメンテナンス 

→作業日程：2024/3/10（日） 

 

6. 2023年度のまとめ 

並行運用期間ではあったものの、約６割以上の教員が Canvas LMSを利用した。学部

別にみても平均的に利用がされており、広く利用が進んだことが伺えた。 

システムアップグレードに伴うメンテナンスを２度実施した。いずれも利用者側に

影響のあるような大きな変更は設定で非活性にし、マニュアル等を整備したうえで機

能のリリースを行った。 

2023年度においては、想定を上回る利用があったため、リソース不足による授業影

響が数回発生した。2023年度の実績を検証したうえで、2024年度の利用を想定し、同

等のアクセス、負荷でも問題がないようリソースのベースアップを予定している。 

2024年度からはレポート試験受付も Canvas LMS上で行う想定のため、より一層のサ

ポートの質向上を目指す。 


